
 

 

佐賀県研究成果情報 （作成 平成 28 年１月） 

佐賀県内における栽培施設の保温・暖房設備から暖房コストを算出できる試算ツール 

[要約] 「施設園芸暖房コスト試算ツール(佐賀県版 Ver1.0)」は、県内の地域、施設規模、保

温・暖房設備、暖房期間から、施設内を設定温度に維持するのに必要な燃油消費量および暖房

コストを試算できる。 
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［背景・ねらい］ 

比較的高い温度の加温を必要とするキクの施設栽培における経営費の内訳をみると、冬
季の暖房コストの占める割合が高く、燃油価格の水準により、その収益性は大きく左右さ

れる。また、昨今の燃油価格高騰の影響を受け、施設内の多層被覆化や夜間の変温管理とい
った新たな温度管理法が開発されている。これらの導入にあたっては、費用対効果の検証が不可

欠であるが、導入による燃油消費量削減効果を簡便に試算できるツールは少ない。 
そこで、本県の気象条件や変温管理に対応した「佐賀県版暖房コスト試算ツール」を開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．県内７地区（佐賀・川副・唐津・枝去木・伊万里・白石・嬉野）の気温データをもとに、各

地区に応じた試算ができる（図１、図２）。 
 

２.１日の加温設定温度を最大４段階まで設定でき、日没後短時間昇温処理（EOD-heating）等の
変温管理にも対応できる（図１、図２）。 

 

３．新たな被覆資材や温度管理の導入を検討する際には、現状の設備や温度管理による暖房コス
トと比較でき、Ａ重油削減率を求めることができる（図１、図２、表１）。 

 
４．実際に暖房で消費したＡ重油量が分かっている場合は、試算値と比較することにより、施設
の省エネ性（保温性能＋暖房効率）を評価できる（図２）。 

 
［成果の活用面・留意点］ 

１．本ツールは、マイクロソフト社製表計算ソフトを使用して作成した。試算の基礎となる時間
別の平均気温には、県内気象観測所の 2001～2010 年（10 年間）の平均値を用いた。 

 
２．暖房負荷等の計算には、次頁の引用・参考資料の算定式を参考にした。 
 

３．本バージョンでは、施設は丸屋根型、暖房はＡ重油燃焼式加温機に限定している。 
 

４．実際の燃油消費量は、気象条件、施設の保温性、暖房効率により異なるため、試算結果は現
状および技術導入時の目安にできる。



 

 

［具体的なデータ］ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［その他］ 
研究課題名：燃油高騰に即応した秋ギク生産技術の早期確立 
予 算 区 分：県単 
研 究 期 間：平成 24 年～26 年度 
研究担当者：千綿龍志、髙取由佳、松村司、坂本健一郎 

図１ 試算ツールの試算条件入力画面 
※各項目の網かけのセルに、数値を直接入力、またはドロップリストから選択する 

【引用・参考資料】 
・林真紀夫ほか(1986)、園芸環境工学における最近の話題(10)暖冷房負荷の算定法[1]－暖房負荷の算定法－、農業およ
び園芸、第 61巻 11号、1342-1348． 
・(独)農業・食品産業技術総合研究機構作成 野菜茶業研究所「温室暖房燃料消費試算ツール」 
・(社)日本施設園芸協会「被覆資材導入の手引き」(2009.3) 
・農林水産省作成「施設園芸ヒートポンプ版省エネ試算ツール(Ver.1.01)」 

開始日 12月6日 189 12月6日 189

終了日 2月26日 271 2月26日 271

暖房DH(℃Hr) 12,571.3 8,116.5

　　(×10
6
K･s) 45.3 29.2

熱貫流率(W/㎡/K) 6.6 6.6

熱節減率 0.4 0.4

地中伝熱(W/㎡) 3.492 3.492

隙間換気(W/㎡/K) 0.25 0.25

風速補正 1.0 1.0

放熱係数(W/㎡/K) 3.789 3.789

暖房負荷（GJ） 223 145

A重油発熱量（MJ/ 36.7 36.7

設定変更
［暖房負荷計算］
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試算結果

A重油消費量 7.6 K 4.9 K 燃油消費量 K 

10.5 K /10a 6.8 K /10a （実測値）

暖房コスト 682.6 千円 443.5 千円 消費熱量(GJ) 0

948.1 千円/10a 615.9 千円/10a 保温暖房効率

A重油削減率 35.0%

現　状 設定変更 保温・暖房効率試算

図２ 試算ツールの結果出力画面 
※暖房負荷、燃油消費量等が自動計算される 

 実測値を網かけセルに入力すると、施設の省エネ性を評価できる 

温度管理法 温度設定
燃油消費量

(kL/10a)
慣行比

夜間変温管理 前夜半13℃、後夜半10℃ 4.9 64.5%

慣行管理 13℃一定 7.6

表１　試算ツールを用いた温度管理法の試算例

※試算条件は図１、試算結果は図２に示す

地域選択

施設規模 間　口 6.0 m 床面積 720 ㎡

奥　行 40.0 m 被覆面積 1,284.0 ㎡

連棟数 3 棟
軒　高 3.0 m

加温期間 開　始 6日 2016年12月 6日

終　了 26日 2017年2月 26日

変温管理 時間 設定温度

設定1 → 13 ℃ 0:00 → 10 ℃
設定2 → 13 ℃ 7:00 → 10 ℃
設定3 → 13 ℃ 12:00 → 10 ℃
設定4 → 13 ℃ 18:00 → 13 ℃

保温方式 ハウス被覆

保温資材

地中伝熱
隙間換気
風速補正

暖房方式 暖房方法

暖房効率

光熱費単価 燃油価格(A重油) 90 円／ 90 円／ 

佐賀

現　　状

016年12月

2017年2月

時間 設定温度

一般地・内張あり

燃焼式加温機

0.8

0:00
7:00

12:00

18:00

PO系
１層（塩ビ）

保温資材・加温温度　設定変更

PO系
１層（塩ビ）
暖地＋20℃
内張り一層

一般地・内張あり

燃焼式加温機

0.8

暖地＋20℃
内張り一層


